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本研究では、まず最初に AFM による分裂期の染色体表面の観察を行った。その結果、分裂期染

色体の表面は数種類のサイズの球状構造体で覆われていることが確認できた。この観察は、先行

研究とも一致するが、これらの構造体が前述のドメイン構造であるか否かについては、全くわか

っていない。 

近年、分裂期染色体の構造について、サイズの異なるドメインの多重構造体を形成しているこ

と、コンデンシン Iと II という異なる複合体が、それらの異なるドメインの形成に別々に関与し

ていることが示唆されている 

そこで、次に本研究では、ニワトリ DT40 細胞から構築した CAP-H (コンデンシン I), CAP-D3 

(コンデンシン II)および、SMC(コンデンシン I, II 両方)のノックアウト細胞で形成される分裂

期染色体の AFM による表面の観察を行い、野生型と比較することで、観察される構造体がコンデ

ンシンにより形成されるドメイン構造であるか否かを検証し、その形成機構の解明を目指した。 

その結果、コンデンシン II のノックアウトでのみ、染色体表面に観察される構造が有意に小さ

くなることを見出してた。この結果は、表面の構造がコンデンシン II の作用により形成されたも

のであることを示唆するとともに、形成される構造の大きさからコンデンシン II は、分裂期染色

体において、約 80kb の大きさのドメイン構造を集合させる役割を担っているという先行研究の結

果を支持する。 

この観察から、AFM による分裂期染色体の表面観察からコンデンシン I と II それぞれが司る染

色体凝縮メカニズムに迫ることが可能であることがわかった。 
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